
地域福祉計画の変遷

（市町村地域福祉計画）

第１０７条　市町村は、地域福祉の推進に関する事項として次に掲げる事項を一体的に定める計画（以下「市町村地域
　福祉計画」という。）を策定するよう努めるものとする。
　(1)　地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し、共通して取り組むべき事項
  (2)　地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項
  (3)　地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項
  (4)　地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項
  (5)　前条第一項各号に掲げる事業を実施する場合には、同項各号に掲げる事業に関する事項
２　市町村は、市町村地域福祉計画を策定し、又は変更しようとするときは、あらかじめ、地域住民等の意見を反映させる
　よう努めるとともに、その内容を公表するよう努めるものとする。
３　市町村は、定期的に、その策定した市町村地域福祉計画について、調査、分析及び評価を行うよう努めるとともに、
　必要があると認めるときは、当該市町村地域福祉計画を変更するものとする。
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